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シュタイン夫人にあてたゲーテの詩
-2 人の愛の変遷—
加納 築
?
ゲーテはシャルロッテ・フォン・シュタイン夫人にあてた手紙のなか
で，次のように述べている．「あなたの愛が，僕の内面の最も深い部分に
どれほどの転換を引き起こしたか，とても言葉では説明できませんし，
理解することも許されません．」（WAIV. Bd. 5. S. 92)ゲーテが初期ヴァ
イマル時代に出会い，ほぼ12年間という長い年月にわたり，並々ならぬ
影響を受けた彼女との愛は，彼の生涯に決定的な「転換」を引き起こし
た． 2人の関係について，例えばA. ビルショフスキは「シャルロッ
テ・フォン・シュタイン夫人に対するゲーテの関係は，これまで彼がお
よそ女性と結んだ関係のうちで，最も奇妙で，最も意味深く，最も長く
持続したものである」 lと述べ， E. シュタイガーは，シュタイン夫人を
「詩人の生涯に現れたすべての女性のうちで，最も大きな意義を得た人」2
と述べ， D. ボルヒマイアーは「シュタイン夫人との関係は疑いもなく
強い影響を与え，より高度なゲーテの精神生活を完全にみずからの方へ
引き寄せた，初期ヴァイマル時代の人間関係」3と述べている．
このように彼女との関係は，ゲーテにとって，それ以外の恋愛体験と
はまったく異なる性質をもち，初期ヴァイマル時代における彼の人間的
な成長・発展にとって重要な意味を持つものであった．それでは，この
関係がどういう意味で他には見られないほど「奇妙」であり，ゲーテの
生涯にどのような「転換」を引き起こしたのか．
ゲーテとシュタイン夫人が出会うのは，彼がヴァイマルの宮廷に招か
れてからであるが実は 2人はそれ以前に遭遇するように運命づけられ
ていたといってよい．ヴァイマルでの出会いの前に，彼女はゲーテの『若
きヴェールターの悩み』や『クラヴィーゴ』を読み，彼に会いたいとい
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う願望を友人のヨハン・ゲオルク・フォン・ツイマーマンーブルック
の町医者で, 1768年ハノーファーのブリテン王侍医になり，かつ通俗哲
学的作家一に打ち明けている．彼は1773年ピルモントで彼女を知り，
1776年にそこで彼女と一緒に逗留したことがあった．彼女の願望に対し
て， ツィマーマンは「あなたは， この好意的で魅惑的な男（ゲーテ）が
御自分にとってどれほど危険になりうるかご存じない｣4と警告した．一
方，ゲーテはシュトラースブルクで， ツイマーマンに会い，彼から彼女
の影絵を見せられ，その下に次のような言葉を書き込んだ． 「世界がこの
魂のなかに， どのように映っているかを見ることができたら，それは素
晴らしい光景であろう． この魂は世界をあるがままに， しかも愛という
媒体を通して眺めている．それゆえ柔和というのが全体としての印象で
ある.」5ゲーテはこの時点で彼女の人柄を読み取り，こうして2人は実
際に会う以前に， ツイマーマンを介して不思議な縁で結ばれていたので
ある．つまり， 出会いそのものが因縁めいて， 「奇妙」なものであった．
この謎めいた結びつきが実現するのは，ケーテが1775年11月7日，ヴ
アイマルに到着して間もなくのことである．当時彼は26歳で，『ケッツ・
フォン・ベルリヒンゲン』， 『ヴェールター』の作家として文壇の耳目を
ひいていた．
シュタイン夫人は主馬頭ヨジーアス・フォン・シュタインの妻であり，
ゲーテより7歳年上で，当時33歳だった．7人の子を生んだが， 4人の
娘を亡くすという不幸に見舞われ，それだけに残された3人の息子への
愛情は大きかった．彼女はアンナ・アマーリア大公妃のもとで，女官と
して勤めていたが，夫との関係は互いに寛大な態度を取りながらも，夫
婦らしい心の通い合いはなく，心の底から理解し合える関係ではなかっ
たようである. K.O.コンラーデイーは「彼女は鈍感な結婚のなかで，
絶望と諦めによって暗くされた生活を送っていた｣6と述べている．しか
し，ゲーテと出会うことによって彼女の,L､が明るくなったことは，ケー
テのドラマ『兄妹』"DieGeschwister"のなかで，シャルロッテがヴイル
ヘルムに送った手紙の言葉が説明している． （これはシュタイン夫人自身
がゲーテにあてた手紙からの引用だとされている.） 「世の中がまた楽し
くなってきました．私，世の中からすっかり遠ざかっていましたのに，
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あなたのせいで， また楽しくなってきたのです．心がとがめてなりませ
ん．私，あなたにも自分にも苦しみをつくっていると感じるのです．半
年前はいつでも死ねるような気でいたのですが， もうそんな気はありま
せん.｣(HABd.4．S､355)また夫人の人柄について，第3者のクネーベ
ルはヘンリエッテにあてた手紙のなかで，次のように述べている． 「彼女
はいかなる尊大も過度の遠慮もなく，率直で， 自然で， 自由で，重苦し
くも，軽率でもなく，熱狂的なところもなく， しかし心の暖かさも持っ
ている．あらゆる理性的なもの，人間的なものに関心を示し，十分教育
され，繊細な感情を持ち，みずから芸術にたけている.」7彼女は豊かな
感受性，人の心を察する繊細さをもち，宮廷での社交に慣れ，品位・節
度・自制心を持ち合わせた人柄といえるだろう． さらにシラーはケルナ
ーにあてた手紙のなかで，夫人の人柄，ゲーテと彼女の関係について，
｢ケーテがあんなにこの夫人に魅せられた理由がよくわかります．彼女は
美しいとはいえません． しかし彼女の顔には，柔らかい厳しさと， まっ
たく特有の明らさまなところがあります．健全な知性，感情の真実さが
彼女の人柄をつくっています． 2人の交際はまったく純粋で，非の打ち
どころがないという話です｣8と述べている．
ケーテはヴァイマル到着後間もなく夫人と出会い，彼女に好意を抱く
ようになる．直接会うだけでなく，頻繁に手紙を書き，それは1776年1
月から始まり，約l2年間でおよそ1700通に達した．ゲーテは早い時期か
ら手紙でも会話でも，いきなり"du$@で呼びかけ，例えば1776年1月28
日の手紙では, "dubegreiffstnichtwieichdichliebhab."「僕がどんな
にあなたを愛しているか，おわかりにはならないでしょう」 (WAIVtBd.
3.S.24)と書いている． しかし彼女は「私はそのことを彼にこの上なく
柔らかい口調で叱りました｣9(1776年3月6日-8日ツイマーマンあて
手紙） と語り，彼の節度のない態度を慎むようにと， たしなめている．
つまり彼女は最初のうちは，年下の青年が自分に抱く愛情に対して距離
を置いて接していたといえる．
しかし1781年3月以後,2人の親密の度は高まり，夫人はゲーテに対
して，それまでのような隔たりを取り去る．そう判断できる論拠はこの
時期の夫人あて書簡にあり， 「あなたの愛にふさわしくあるために，僕は
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あなたをこんなに愛したことはまだ一度もなく， こんなにあなたに近づ
いたことはまだ一度もありません」 (WAIMBd.5.S.68)(1781年3月7
日)， 「僕たちは実際，互いに離れられません．そのことを僕たちにいつ
も信じさせ，言わせてください」 (WAW.Bd.5.S.71)(3月8日),「僕
の魂はあなたの魂にしっかり結びついています．僕は言葉を費やそうと
は思いません．僕があなたから離れ得ぬことはあなたも知っているとお
りです．僕の修練期はたっぷり僕にものを考えさせてくれました．今ま
では，ずっと"du"と言えなかったように，これからはもう"Sie"とは書
くことができません」 (WAIVBd.5.S.80)(3月l2日）と述べている．
このように, 1781年の春,2人が出会って5年余り経ったときに,2人
はそれまでになかったほど固く結びつくことになる．そして2人の関係
はこの年の秋には頂点を迎え, 1783年にはゲーテは夫人の息子フリッツ
を引き取り，教育する. 1784年には夫人とともにスピノザの『倫理学』
の研究に没頭し，人体の骨格や天体の軌道などの自然科学を共同で研究
し， さらに彼女は，彼の詩作の計画について詳しく聞くなど，互いの親
密，信頼の深ざは持続する．ケーテはあるとき「あなたが，すべてのこ
とに興味をもち，僕の企てるすべてのことの優しい伴侶になってくれる，
それはなんとうれしいことでしょう」10と言う．
だが1786年，ゲーテは以前から憧れていたイタリアへ旅立つ．但し夫
人にも誰にも告げずに， 9月3日早朝秘かに出発した．ゲーテがこの旅
に出た大きな要因はヴァイマルでの政治家としての生活に圧迫を感じ，
そこから自らを解放して，本分である詩人・芸術家としての道に戻りた
い， ということであった．ヴァイマル入りしてからのゲーテは財政の管
理，鉱山の監督， 山林の管理，道路の整備，徴兵の事務などに身を擦り
減らしていた． 1786年7月9日の書簡のなかで，彼は「統治する君主で
なくて，行政にたずさわるものは，俗物か，悪者か，愚人にちがいあり
ません」 (WAIVBd.7.S.241f.)と書き，本来の自分の歩むべき道を取
り戻すために， イタリアへ赴いたのである． ところが， この行動を夫人
は自分に対する断絶とみなし, 1788年6月ヴァイマルに戻ってきたとき，
冷淡な態度で迎えた． さらに彼はこの年の7月，造花工場で働く23歳の
娘クリステイアーネ・ヴルピウスと知り合い，やがて同居生活に入った．
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夫人は息子のフリッツからこの事実を知り， これ以後ケーテと夫人の間
は決定的に断絶した． このように， 2人の関係の経過をたどると，ケー
テと夫人の愛の段階は，夫人がケーテに対して距離をおいて接していた
第1の時期，その隔たりが取り去られ， 2人の愛が頂点に達した第2の
時期， この関係が結末を迎えた第3の時期というように，大体3つに分
けることができるだろう．
さて， 2人の関係について論ずる場合，残念ながら2人の往復書簡の
研究によって全貌を明らかにすることはできない． なぜなら，ケーテが
夫人にあてた手紙は残されているが，夫人がゲーテに送った手紙は，後
に彼女が全部取り戻して，破棄してしまったからである．従って， この
時期の彼らの恋愛がどういうものであったかを理解するには， 2人の恋
愛生活の所産として彼女にあてたゲーテの詩に拠るのが妥当であろう．
というのも， 2人の恋愛関係のもとにつくられた彼の詩は夫人からの影
響，夫人から得たものが描かれているといえるからである．
先に述べたように， 2人の関係は大体3つの時期に分けられる．本稿
ではその区分に従って，それぞれの時期に書かれた重要な詩を考察し，
2人の愛の変遷を見ながら，一貫して彼が夫人との恋愛から得たものは
何であったか， ということを考察したい．扱われる詩は，次のとおりで
ある．
,,WarumgabstduunsdietiefenBlicke"で始まる無題
の詩(14.4.1776)
"AndenMond"EfsteFQss""g(ll.8.1777?)
,AnLida"(9.10.1781)
"FUrEwig"(25.7.1784)
,,Wohersindwirgeboren?"で始まる無題の詩
(28.6.1786)
,AndenMond"S"te""ss""g(1789)
第1の時期 1．
????????
第2の時期
第3の時期
6．
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1 
Warum gabst du uns die tiefen Blicke, 
Unsre Zukunft ahndungsvoll zu schaun, 
Unsrer Liebe, unserm Erdenglücke 
Wähnend selig nimmer hinzutraun? 
Warum gabst uns, Schicksal, die Gefühle, 
Uns einander in das Herz zu sehn, 
Um durch all' die seltenen Gewühle 
Unser wahr Verhältnis auszuspähn? 
Ach, so viele tausend Menschen kennen, 
Dumpf sich treibend, kaum ihr eigen Herz, 
Schweben zwecklos hin und her und rennen 
Hoffnungslos in unversehnem Schmerz; 
Jauchzen wieder, wenn der schnellen Freuden 
Unerwart'te Morgenröte tagt. 
Nur uns armen liebevollen beiden 
Ist das wechselseit'ge Glück versagt, 
Uns zu lieben, ohn' uns zu verstehen, 
In dem andern sehn, was er nie war, 
Immer frisch auf Traumglück auszugehen 
Und zu schwanken auch in Traumgefahr. 
Glücklich, den ein leerer Traum beschäftigt! 
Glücklich, dem die Ahndung eitel wär'! 
Jede Gegenwart und jeder Blick bekräftigt 
Traum und Ahndung leider uns noch mehr. 
Sag', was will das Schicksal uns bereiten? 
Sag', wie band es uns so rein genau? 
Ach, du warst in abgelebten Zeiten 
Meine Schwester oder meine Frau; 
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Kanntest jeden Zug in meinem Wesen, 
Spähtest, wie die reinste Nerve klingt, 
Konntest mich mit e i n e m Blicke lesen, 
Den so schwer ein sterblich Aug' durchdringt. 
Tropftest Mäßigung dem heißen Blute, 
Richtetest den wilden irren Lauf, 
Und in deinen Engelsarmen ruhte 
Die zerstörte Brust sich wieder auf; 
Hieltest zauberleicht ihn angebunden 
Und vergaukeltest ihm manchen Tag. 
Welche Seligkeit glich jenen Wonnestunden, 
Da er dankbar dir zu Füßen lag, 
Fühlt' sein Herz an deinem Herzen schwellen, 
Fühlte sich in deinem Auge gut, 
Alle seine Sinnen sich erhellen 
Und beruhigen sein brausend Blut. 
Und von allem dem schwebt ein Erinnern 
Nur noch um das ungewisse Herz, 
Fühlt die alte Wahrheit ewig gleich im Innern, 
Und der neue Zustand wird ihm Schmerz. 
Und wir scheinen uns nur halb beseelet, 
Dämmernd ist um uns der hellste Tag. 
Glücklich, daß das Schicksal, das uns quälet, 
Uns doch nicht verändern mag. 
(HA Bd. 1. S. 122 f.) 
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第1連でまず目につくことは， ここで用いられている"du"という呼び
かけの対象である． この詩は確かに女性にあてられた恋愛詩で，その意
味で一般的には,,du"といえば恋人のことを指すが，ここではそうでな
く, ,,Schicksalq@「運命」を指している．そしてこの運命に向き合うの
は"ich"(自分一人）ではなく, "wir"(自分と夫人）である．ケーテが
夫人に対して抱いている感情について, H.A.コルフは「運命的な一
体感｣'1であると述べ,H.カウフマンは，詩人は思考と感情における
(夫人との)一体感を自明のことと見なし，運命と向き合うと説明してい
る12.すなわち,2人は運命共同体なのである．そして運命によって与
えられた「深い眼差し」が「未来を予感に満ちて眺める」のだが，それ
は2人を一般の恋愛における「地上の幸福」から区別する．運命によっ
て与えられた感情は， 2人の「真の関係」を探るために，互いの心のな
かを見る．すなわち相手の心を理解し合い，精神的な結びつきをつくり
だすというのがケーテと夫人の関係である．従ってこの連では，妄想に
浸る一般の恋愛と， 2人の関係とは異なることが表現されているといっ
てよい．
第2連では，第1連で述べられたゲーテと夫人の愛に対して，他の
人々の恋愛が表現される．彼らは「自分の心をほとんど知らず｣， 「相手
を理解せずに愛し合う.」つまり盲目的に愛するだけで， 自分も相手も見
失い，漫然と「夢の幸福｣， 「夢の危険」に身を委ね，本当の意味での精
神的な結びつきではない． このように第1連と2連では，ケーテと夫人
の間のつながりと，それ以外の多くの人間の恋愛がまったく違う性質の
ものだということが明確に示されている．
第3連で大きな転回を迎える．以前は"du"という呼びかけによって運
命と向きあっていたのに対し， ここで述べられた,,du6@はシュタイン夫人
を表し，ケーテは初めて夫人と向き合う． この連の最後の2行では， 「あ
あ，お前は前世では私の姉か，妻だったのだ」というゲーテの心情が吐
露されるのだが， 2人が出会ってから5か月程の時期に，年上の女性に
対してこのような表現をするのは，非常に大胆に思われる． しかし運命
によって2人は固く結ばれたことがここで確かめられ， この最後の2行
が過去形で述べられているように， 2人の結びつきは前世的なものであ
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る． この結びつきによって2人は本当に理解し合い，心と心のつながり
を持った「真の関係」であるということになる．では， なぜ2人の「真
の関係」は過去のものなのだろうか．
ケーテはこの詩が成立する4日前(1776年4月10日）にヴイーラント
にあてて，次のような手紙を書いている． 「私はこの女性（夫人）の重要
さ，彼女が私に及ぼす力を輪廻からしか説明できません．思えば，私た
ちはかつて夫であり，妻であったのです．今私たちは互いについて知り
合っています．霊の霞に包まれ，隠されて．私は私たちの関係をどう名
付けてよいのかわかりません．過去といえばよいのか，未来といえばよ
いのか，それともすべてというべきでしょうか.｣(WAW.Bd.3.S.51f.)
詩だけでなく， この手紙でも言われているように， 2人は「輪廻」によ
って，過去における因縁めいたつながりを持っている．従って， この連
の最後の2行"Ach,duwarstinabgelebtenZeiten/MeineSchwester
odermeineFrau"「ああ，お前は前世では私の姉か妻だったのだ」とい
う表現は過去形で述べられているのである． こうして2人の結びつきは
前世的なものとして， この2行に表現されているのだが， この詩全体を
見渡すと，構造上の均整を指摘することができる． この第3連の最後の
2行から19行前に戻ると，第1連の,,wahrVbrhaltnis"にたどりつき,19
行後に進むと，第5連の,,diealteWahrheit"に至る．すなわち第3連で
凝縮された2人の結びつきは「真の関係」であり， しかも前世的なもの
であるがゆえに「昔の真実」なのである． このように， この詩は内容・
形式の両面から見て， この第3連を中心にして，第1連・第3連・第5
連が非常に調和の取れた形でつながっている．
そして先に引用したヴイーラントあて書簡にもあるように， 2人の関
係は確かに「霊の霞に包まれ」た微妙なものだが，相手の心を理解し合
えるほど， 「互いについて知り合っている.」そしてその精神的なつなが
りがいかに豊かなものであるかを，次の第4連が示している．
第4連では，ゲーテが夫人から受けた影響が非常に的確に述べられて
いる．ケーテは夫人とのつながりにおいて盲目的に相手に没頭するので
はなく，彼女との心の通い合いによって自分の果たすべき本分を強く認
識し，夫人はその面でのよき導き手になる．従って2人の結びつきは，
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普通の恋愛ではなく，ケーテがそれまでに体験したフリーデリーケやリ
リーとの関係のような，単なる男女間の恋とは別の次元のものである．
つまり夫人は彼の成長にとってなくてはならぬ精神的な伴侶となり，そ
のことがこの連の5－8行目，「お前はこの熱い血に抑制の滴を滴らせ，
荒々しい誤った軌道を正しく導き，お前の天使の腕のなかで， この壊れ
た胸は再び憩いを得た」という表現に示されている．
節度なく感情を吐露するような， シユトゥルム・ウント ・ ドラング的
な無軌道性から自分を克服させ，本当に理解してくれる女性によって本
来の自分の在り方を認識させられる． これがケーテが夫人から得たもの
であり， 自分の行為に「抑制｣， 「制限」をもたらすことによって初めて
自分が正しい方向に導かれるという考え方は，夫人によせた他の詩や書
簡にも現れ， 1776年7月22日の夫人あて手紙で，「自分を制限すること，
これは永遠の真理です」 (WAW.Bd.3.S､89)と述べているように，諦
念がこれ以後のゲーテの人生の在り方を方向づける根幹となる．
第5連では,,wir"が使われ，再びケーテと夫人はともに運命に向き合
う． しかしその状況は「苦しみ」だと言われている． これはどういう意
味であろうか．先にも述べたように． この時期には夫人はゲーテに完全
に心を許すには至らず，書簡においてケーテが夫人に,,du;@と呼びかけた
ことをたしなめ，そのことはケーテにはひどく辛かったように思われる．
例えば， この時期の夫人あて書簡では， 「それでは， この僕が妹以外のど
んな女性に対しても抱いたことのない，世にも清らかな，美しい，真実
の間柄にもひびが入ったのですか．……僕は過去と未来のためにひどく
辛い思いをしました」 (WAW.Bd.3.S.70)と述べ， また別の書簡では
｢あなたに対する僕の愛は，持続的な諦めです」 (WAIVBd.3.S.55)と
言っている．だから輪廻によって結ばれているという前提が，現在の2
人の問にはまだ十分には確信できない．それが「苦しみ」になるのであ
る． しかしこれまで見てきたように， 自分をよき方向へ導いてくれると
いう意味では，夫人との心の結びつきの豊かさに疑いはない．確かに現
在における苦しい状況は変えられず， 2人の未来像は不確かなままだけ
れども，前世を思い起こすことによって得られた結びつきは変えること
のできない「真実」であり，確実なものである．従って，最後の2行で
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ANDEN MOND 
Erste Fassung 
Füllest wieder 's liebe Tal 
Still mit Nebelglanz, 
Lösest endlich auch einmal 
Meine Seele ganz. 
Breitest über mein Gefild 
Lindernd deinen Blick 
Wie der Liebsten Auge, mild 
· Über mein Geschick. 
Das du so beweglich kennst, 
Dieses Herz im Brand, 
Haltet ihr wie ein Gespenst 
An den Fluß gebannt, 
Wenn in öder Winternacht 
Er vom Tode schwillt 
Und bei Frühlingslebens Pracht 
An den Knospen quillt. 
Selig, wer sich vor der Welt 
Ohne Haß verschließt, 
Einen Mann am Busen hält 
Und mit dem genießt, 
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WasdenMenschenunbewuISt
Oderwohlveracht'
DurchdasLabyrinthderBrust
WandeltinderNacht.
(HABd.1.S. 128f.)
さて， 2人の愛の初期に書かれた詩のなかで，見落とすことのできな
い詩がもうひとつある．それが『月に』初稿,,AndenMond"E'steRzss""g
である． この詩の成立時期についてはさまざまな説があるが，最近の研
究，例えばフランクフルト版ゲーテ全集では, 1777年8月ll日という説
が有力で'3，ここでもそれに従うことにする． シュタイン夫人に送った
手紙のなかに， この詩がはさんであり， 日付はなかった． カール・アウ
グスト公から，ゲーテはガルテン・ハウスを与えられていたが， この家
から霧が立ち始めたイルム川の谷間への散歩の途中， 月光を見上げなが
らつくったのが， この詩だと言われている．
第1連では， 冒頭で"du"が省略されており，呼びかけられているのは
月である．最初に， 月の光は谷という自然の景色だけでなく，人間の心
も鎮静作用によって和める状況が表現されている．その鎮静作用を，詩
人は受け取るのである．
第2連では， 月は"derLiebstenAuge"「愛する女性の目」という言葉
で言い換えられ， この表現はシュタイン夫人を指している．つまり第1
連で表現された心の落ち着きが， ここでは夫人によってゲーテに与えら
れ，彼女がケーテの運命を見ている， と展開される．
第3連の3行目"ihr"は恋人（夫人）と月を指しており， どっちつか
ずの移るいやすい自分の心が，夫人と月の光によって幻のように，川に
つなぎとめられた状態が表現されている． ここで，第3連の3行目に
"Gespenst"「幻｣，第4連の2行目に,flbd@@「死」という意外な表現が用
いられているが， これに関して，例えばコルフは, 1778年1月17日に宮
廷女官クルステル・フォン・ラスベルクが報われない恋のためイルム川
に投身自殺をしたという事件がこの詩に反映しているという14.しかし
この詩の成立が1777年夏という可能性が高いことから，彼女の自殺は直
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接の関係がないといってよい．ハンブルク版では， 「幻」は，民間伝承に
よれば，魔力で一定の場所につなぎとめられている15.また，第4連の
｢死」は氷によって水の流れがせき止められた状態を指し，人の死とは関
係がない．川がその氷を押し破って流れていく様を描いているのである．
従って，そのような冬でも，春の華やかな時でも，時期を問わず，揺ら
めく自分の心が月と夫人の働きによって，一箇所につなぎとめられる状
態が表現されるのである．
第5連・6連について， フランクフルト版やミュンヘン版によると，
第5連の3行目で述べられた"Mann"は「男」ではなく,"Mensch"「人
間」の意に解され16,さらにフランクフルト版では， ここに普遍的なも
のが現れており， ごく普通の恋愛詩ではなく，平和への憧れが描かれて
いると言う'7．つまり特定の人間や個人的な恋愛は意識されないという
のである． しかしシュタイガーによれば「この初稿の全体は恋人シュタ
イン夫人に捧げられた愛の気持ちである」18と解され，それまでの連と
のつながりを考えると， このほうが自然である．第5連で述べられた
"Mann"は他ならぬゲーテであり，自分が夫人の胸に抱かれ，夫人が自
分とともに楽しむ，の意になる．そして何を楽しむのかが最終連で述べ
られる．ハンブルク版によれば， この最終連はもう一度風景と人間の秘
密に満ちた関連をもたらす．すなわち人間の心のなかに入り込んで影響
をもたらす風景の力と，人間がその風景に生気を与える内面性である19.
つまりシュトゥルム・ウント ・ ドラング的な激情に駆られた心，動きや
すい心に入り込み，安らぎと落ち着きを与える月の光の作用と，その鎮
静作用を夫人とともに楽しみたいというゲーテの心情が描かれ， 自分が
夫人の胸に抱かれた状態が， 自分にとってだけでなく，夫人にとっても
幸福であることを望んでいる．つまりこの詩は， 2人が結ばれていると
いう幸福感を，夫人と分かち合おうというケーテの心情が描かれた愛の
詩なのである．
この詩が成立したのとほぼ同じ時期に書かれた夫人あて手紙(1777年
9月16日）では，「あなたが僕を思ってくださることを承知しています．
でなければ，僕はこれほどあなたのことを思いはしないでしょうから．
僕を愛してくださることを承知しています．僕があなたをこれほど愛し
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ていることでそれがわかるのです」 (WAIVBd.3．S.178)と言われてい
る． 自分が夫人を愛していることによって，夫人も自分を愛しているこ
とを認識する． 2人は結びついているのだというケーテの思いに苦しみ
は感じられず， むしろ落ち着いた穏やかな気持ちが述べられている． こ
れはまさしく， 『月に』初稿で，夫人の胸に抱かれながら幸福な愛の共有
を求める心情に共通する思いだといえよう．
このように, 1776年4月の『なぜお前は運命よ』で始まる書簡詩では，
荒々しい心を抑制してくれる夫人の影響を描きながら，現在における2
人の関係の苦しさに悩んでいたのに対し, 1777年8月の『月に』初稿で
は，鎮静作用が前面に押し出され，安らぎ．落ち着き・心の安定が描か
れている．ただしこの愛の初期の段階では，そのような心の安定が揺ら
ぐ､ことのないものになるにはまだ至っておらず，現実の生活のなかで夫
人が完全にケーテとの隔たりを取り去ったわけではない. 1777年10月31
日の夫人あて手紙では， 「あなたの感情の主調が最近はどうして懐疑と不
信であるのか，僕にはわかりません．けれども，忠実な愛を保持できな
いと見える男は，打ち捨てようとしておられることは本当のようですね」
(WAIVBd.3.S.182)と述べている．夫人はゲーテに対して「懐疑と不
信」を示し，そのことが彼を絶望的なほどの苦しみに追いやるのである．
つまりこの時期は，詩においても書簡においても心の落ち着きを願い，
強調しながら，それを確固たるもの・安定したものにすることができな
い状況にとどまっているのである． まったく不安なく2人の心が完全に
解け合うのは, 1781年春のことである．
2
この2人の愛について， シュタイガーが「1781年になって初めて決定
的な転機が訪れる．……もはや疑いの余地はない． シュタイン夫人は彼
女の慎重な姿勢を放棄したのである．ついに彼女はただ彼女への愛だけ
で生きることのできる人，ケーテの純粋な志操を心底から確信するに至
る｣20と言い，先に序で夫人あて手紙を幾つか挙げたように,1781年3
月に2人の完全な心の結合が生まれる． 「ひっそりした夜中に僕の至福の
数々を数えてみたところ，莫大な数に達しました．……アディュー，最
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愛の人よ，わが幾千の望みの実現よ.｣(WAIVBd.5．S.ll5f.),「僕たち
はきっと結婚しているのです.｣(WAIVBd.5.S.169)この時期の夫人
あて書簡をたどると，それまでには見られなかったような愛の確信が吐
露されている．
ただし注目すべきことは，愛の頂点を迎えても決して熱情的に相手に
没頭するのでなく，あくまでも節度が守られるのである． 「ユダヤ人に
は，祈りを捧げるとき，腕に巻く紐がありますが，僕もあなたに祈りを
捧げ，その善良さと智恵と節度と忍耐とを共有したいと願うとき，あな
たにもらった愛らしいリボンを腕に巻きます．僕はひざまづいてあなた
に願います， どうかあなたの仕事を完成して，僕を本当に立派な人間に
してください， と.」 (WAIVbBd.5.S.80)(強調筆者）恋の頂点にあっ
てなお，夫人との関係のなかに「節度と忍耐」を強く求め， 「立派な人間
に」成長できるよう， 自分を導いてほしいと願う． これが夫人から受け
た本質的な影響であり，そのことが次の詩で証明されている．
ANLIDA
DenEinzigen,Lida,welchenduliebenkannst,
Forderstduganzftirdich,undmitRecht.
Auchistereinzigdein.
Dennseitichvondirbin,
ScheintmirdesschnellstenLebens
LarmendeBewegung
NureinleichterFIor,durchdenichdeineGestalt
ImmerfortwieinWoIkenerblicke;
Sieleuchtetmirfreundlichundtreu,
WiedurchdesNordlichtsbeweglicheStrahlen
EwigeSterneschimmern.
(HABd.1.S.127)
この『リーダに』という詩は, 1781年10月9日にゴータから夫人に法
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られたものである．先に述べたように， この時期は2人の関係が頂点に
達したころである． 「リーダ」とはケーテが詩のなかで夫人に与えた呼
称・愛称である”ここでまず注目すべきことは，夫人の方からケーテを
自分のものとして， しかも「ただ1人のもの」として要求しているとい
うことである．すなわちゲーテの愛情に対して，夫人が完全に心を許し，
その2人の結びつきに憂いは感じられない．そしてこのような完全な魂
の結びつきが生じた今，ケーテの日常の政務がいくら煩わしくても，そ
れが2人を引き裂く原因にはならない．夫人の誠実な心に自分の歩むべ
き道を照らされたゲーテにとって，夫人は北極星の光のように人生の指
標となる．ゲーテはこの時期に，夫人が自分に及ぼす影響を「北極光」
や「北極星」という表現で表すことを好んでいる. 1781年3月22日の手
紙では， 「あなたの愛は僕には太陽の後に沈み，太陽に先立って昇る朝夕
の明星にも似ています．いや沈むことなく頭上にあって永遠の生ける冠
を織りなす北極星のようです．人生の途上にあって神々がそれを曇らせ
ぬように僕は祈ります」 (WAIVlBd.5.S.92)と言われている．
このように， この詩で表現された夫人の導きは， 月の光と同じく，
荒々しかった自分の心を「優しく」ほのかに和めてくれる．それゆえこ
こでは， 2人の結びつきに対する不安や別れの予感は感じられず，夫人
が自分の進むべき道を正しく示してくれたという思いと，彼女による心
の落ち着きが最もよく現れている．従ってこの詩は， 『なぜお前は私たち
に深い眼差しを与えたのか』と『月に』初稿で描かれた夫人の影響の核
心を凝縮・結晶したものであり， この時期が2人の愛の頂点を迎えたこ
との象徴といえよう．
1782年以降もケーテの心に不安の色は見られず,2人の結びつきの安
定は「いとしい確実性」 (WAW.Bd.5.S.301),「僕の全存在をあなたに
捧げずにはいられないでしょう」 (WAW.Bd.5.S.304),「わが存在の錨
よ」 (WAW.Bd.6.S.110)と表現されている．
しかし1784年にはいると，ゲーテの言葉に別れの予感と結びつきの確
信の間で揺れ動く態度が見られる．同年5月7日の手紙では「間もなく
永い別離のいまわしい日がやって来ます． どうしたらその日々を耐える
ことができるか，僕にはわかりません」 (WAIYBd.6.S.274)と表現さ
65
れているのに対し， 6月17日には「あなたのそばにいるのを僕はいつも
感じています．あなたの存在が片時も僕を離れないのです」 (WAIVBd.
6.S.302)と言われている． このような気持ちの揺らぎは， この時期に
書かれた次の詩に表現されている．
FUREWIG
DennwasderMenschinseinenErdeschranken
VOnhohemGliickmitG6tternamennennt,
DieHarmoniederTreue,diekeinWanken,
DerFreundschaft,dienichtZweifelsorgekennt,
DasLicht,dasWeisennurzueinsamenGedanken,
DasDichternnurinschOnenBildernbrennt
Dashatt'ichall,inmeinenbestenStunden,
Inlhrentdecktundesmrmichgefunden.
(HABd.1.S.127)
この『永遠に』という詩は1784年7月25日に作られた．ここでも確か
に夫人との愛は「揺らぐことを知らない誠実の調和」 「疑いの不安を知ら
ない友情の調和」に満ちているのだが，注目すべきことは，最後の2行
が過去完了形で表現されていることである．つまり 「誠実」や「友情」
の「調和」は「彼女の心のなかに見いだした」けれども，それは過去の
ものとして，現在とのつながりが薄くなってしまっている． このように
この詩では，愛の確信と同時に，別れの予感も感じられるのである． こ
うしてケーテは愛の確信と別れの予感の間で揺れ動きながら， 2人の関
係を引き裂く原因となったイタリア旅行への出発を迎えることになる．
3
WOhersindwirgeboren？
AusLieb'.
Wiewarenwirverloren？
66
Ohn'Lieb'.
WashilftunsUberwinden？
DieLieb'.
KannmanauchLiebefinden？
DurchLieb'.
Wasl邪tnichtlangeweinen？
DieLieb'.
Wassollunsstetsvereinen？
DieLieb'.
(HABd.1.S.128)
この無題の詩は1786年6月28日，すなわちイタリア旅行の直前に夫人
に送られたものである．愛による人と人との結びつきを， これほど賛美
した表現は他にないであろう． しかしここで目につくのは， 7行目で，
"KannmanauchLiebefinden?"と言われていることである．ここでは
"wir!$の代わりに"man"が用いられ，特定の人間ではなく，人間全般が
対象になっている．つまり夫人を意識しながらも，愛による結びつきを，
夫人と自分の関係に限定していないということができる．序で述べたよ
うに， イタリアへ行く目的は，政治の煩わしさから逃れて，芸術家とし
ての成長を遂げることであり，夫人との結びつきを重荷と感じたわけで
はない． 「あなたなしでは，僕は成り立たないのをいよいよはっきり感じ
ています．……あなたこそは僕の半身であることを， いつまでもそうで
あることを，今にしていよいよはっきりと感じます.｣(WAW.Bd.6.S.
318f.)(1784年6月28日),「お元気で，甘美なハートよ’僕はあなたの
ものです.｣(WAW.Bd.8.S.22)(1786年9月2日）
このように， イタリアへ行く直前になっても夫人との結びつきを大切
にしようとする一方で，先に挙げた詩では， なぜ愛による結びつきを自
分と夫人の関係に限定することを避けているのだろうか． 『月に』決定稿
の解釈・分析を通じて， この問題について考察してみよう．
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1
ANDEN MOND 
Spätere Fassung 
Füllest wieder Busch und Tal 
Still mit Nebelglanz, 
Lösest endlich auch einmal 
Meine Seele ganz; 
Breitest über mein Gefild 
Lindernd deinen Blick, 
Wie des Freundes Auge mild 
Über mein Geschick. 
Jeden Nachklang fühlt mein Herz 
Froh- und trüber Zeit, 
Wandle zwischen Freud' und Schmerz 
In der Einsamkeit. 
Fließe, fließe, lieber Fluß! 
Nimmer werd' ich froh, 
So verrauschte Scherz und Kuß, 
Und die Treue so. 
Ich besaß es doch einmal, 
Was so köstlich ist! 
Daß man doch zu seiner Qual 
Nimmer es vergißt! 
Rausche, Fluß, das Tal entlang, 
Ohne Rast und Ruh, 
Rausche, flüstre meinem Sang 
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Melodienzu,
WennduinderWinternacht
Wiitendiiberschwillst,
OderumdieFriihlingspracht
JungerKnospenquillst.
Selig,wersichvorderWelt
OhneHalSverschlient,
EinenFreundamBusenhalt
Undmitdemgeniel3t,
Was,vonMenschennichtgewuIBt
Odernichtbedacht,
DurchdasLabyrinthderBrust
WandeltinderNacht.
(HABd.1.S. 129f.)
この詩が成立したのが1789年であり，この年に出版されたゲーテの著
作集に収められた．時期的にはゲーテと夫人が決裂してから作られたも
のである．形式的には前の初稿を改作したものだが，内容的には初稿と
はまったく違うものである． この点については， コルフもハンブルク版
もそのように指摘しており21,伝記的な面から2人の関係を考えてみて
も，異論の余地はないだろう．
第1連， 2連では自然描写に関してはほとんど変化なく， 「愛する谷」
が「薮と谷」に変わっただけである．注目すべきことは第2連で「愛す
る者の目」が「友の目」に変わったことである．すなわち詩人の心を解
きほぐすのは， もはや「恋人」ではなく， 「友」である． この「友」とい
う表現は，後の連にも現れ， この詩全体の解釈に大きくかかわってくる．
そして次の第3連から6連は，初稿には見られない，まったく新たに
導入されたものである．第3連から5連では，もはや2人の思い出は｢余
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韻」に過ぎず，ケーテは夫人と結びついているのではなく， 「喜びと苦し
みの問を孤独のなかでさまよう．」かつての「変わらぬ心」は消え去り，
｢悲しみ」だけが心を支配する． このようにここでは川の流れに自分の思
いを託して，悲哀の念を表し， 2人の恋が終わったことの悲歌的な表現
がなされている．
第6連， 7連の川の描写では， 「休みも憩いもなく」ざわめくように川
に願い，その川は「冬の夜に荒れ狂うように溢れ」る．同じ川の描写で
も， この2つの連（第6連と7連）は非常に躍動的に描かれている．こ
の点について, J・ペーターゼンは， 「否定的に捉えられていたモチーフ
を肯定的な兆しで受け取る｣22と述べている．すなわちここに述べられた
ゲーテの心情は，弱々しい悲しみの吐露から，生命感溢れる表現へと変
わっていき，単に悲歌的なものにとどまっていない．
第8連， 9連では「男」が「友」に変わっている．先に挙げた第2連
でも「友」が用いられていたが， この詩では初稿と違い，男女の恋愛感
情が薄められている．つまり鎮静作用によって優しく心を和めてくれる
者，そしてその心が解きほぐされた状態を，胸に抱かれて分かち合う者
は， 「友｣であり，ケーテと夫人の愛はここでは姿をひそめている．では，
なぜ「友」という言葉を用いて，人と人との結びつきが描かれ，賛美さ
れているのだろうか．
序で述べたように， この詩が作られた頃のケーテと夫人の関係は，断
絶寸前の状態になっており, 1789年6月1日の手紙がそれを如実に物語
っている． 「僕が帰ってきたとき，残念ながらあなたはご機嫌ななめでし
た．……あなたの迎え方はひどく僕の気に障りました．いやというほど
繰り返し聞かされたのはこうです．ケーテは帰ってこなくてもよかった
のさ， どうせ他人のことなど， どうでもいい男なのだから，等々．……
あなたのこれまでの僕に対する態度を僕は我慢できません．僕が話した
いと思うと，あなたは僕の口をふさぎました．……僕のすることなすこ
とに目くじらを立て，僕の身振りや作法にまで文句をつけ，そのたびに
僕は嫌な思いをしました．故意に不機嫌になって僕を突きのけようとす
るのだから，信頼や打ち解けた関係など育とうはずもないではないです
か.｣(WAW.Bd.9.S.123ff.)
7(）
」
このように，ゲーテのイタリア旅行に対して，夫人が途方もない怒り
を示したことは明らかであり， またそれに対するケーテの反抗もかなり
激烈である． 2人の間には， もはやかつてのような結びつきを取り戻す
ことはできない．
一方，ゲーテはカール・アウグスト公に対しては， イタリア旅行の意
義について， 「私の旅行の主な目的は， ドイツで私を苦しめ，ついには私
を使いものにならなくした肉体と精神の病からいやされることでした．
そうして真の芸術への熱い渇望を静めることでした．第1の願いはかな
りに，第2の願いは完全に果たされました」 (WAIVBd､8.S.327)と述
べ， この旅行の成果を生き生きと述べている．つまりカール・アウグス
ト公に対しては， イタリア旅行による自分の成長・発展を積極的に告白
できるほどの信頼感を持っているのである．
このカール・アウグスト公への思い入れが， 『月に』決定稿にも反映し
ており， この詩に描かれた「友」の解釈について， フランクフルト版の
注釈では， 「『優しい友』との関連において， カール・アウグスト公のこ
とを考えることもできるだろう．彼は， まさに彼の枢密顧問官（ゲーテ）
のイタリアへの突然の旅行に対して，その寛大さを再び示した」 (FABd.
l.S.1020)と説明している．すなわち第2連,8連の「友」はカール・
アウグスト公を指しているということができ，初槁では夫人との結びつ
きが称賛されていたのに対し，決定稿では称賛の対象が， カール・アウ
グスト公との関係になっている． これによってケーテは何を表現しよう
としたのであろうか．
ケーテは夫人との関係によって得たものを，彼女あて手紙のなかで次
のように述べている． 「あなたによって，僕はすべての女性，いやすべて
の人間をはかる尺度を得ましたし，あなたの愛によってあらゆる運命を
はかる尺度を得ました．それは他の世界を暗く覆いはしません． むしろ
それによって他の世界がくっきりと見えてきます．人間のあり方，考え，
願望，営み，享受がはっきりこの目に見えます．人それぞれの所有を認
め， 自他を比較しながら， これほどの不壊の財宝を所有するわが身の幸
せをひそかに嬉しく思っています.」 （1肌ⅣBd.6．S.302)(1784年6
月17日)(強調筆者）夫人との個人的な恋愛にとどまらず， 「すべての人
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間」 「人間のあり方」を理解しようとする姿勢にまで視野を広げている．
この思想が『月に』決定稿にも現れ，それは， シュタイン夫人との恋愛
を捨て，その代わりにカール・アウグスト公との友情を描くという意味
ではなく，個人的な恋愛から，普遍的な人間愛へ到達しようという思想
が見られるのである．
先に引用した1789年6月1日付手紙からもわかるように，この時期の
夫人との個人的関係は，激情に駆られた反感に満ち，その思い出は悲歌
的なものにならざるをえない． しかしケーテにとって，彼女との結びつ
きは間違いなく"k6stlich"「大切な」ものであり，彼女から得た「抑制」
｢節度」を守ろうとする．人とのつながりのなかで再び安らぎを得るため
に，ケーテは夫人との恋愛に限定せず，人間全般のつながりを目指し，
それによって得られる安らぎを描いた．すなわちここでは夫人から得た
｢抑制」 「節度」 「鎮静作用」が普遍的なものとして結晶されたということ
ができよう．
初稿ではゲーテと夫人との，純粋に個人的なつながりが描かれていた
のに対し， この決定稿では,人間全般の心のつながりが目指される． こ
れが両者の相違点であり，ゲーテは夫人との関係によって，個人的な恋
愛から出発し，最終的に普遍的な人間愛に到達した． これがゲーテが夫
人から得たものであり，それをヴァイマル初期の彼女にあてた1連の詩
編が証明しているといえるだろう．
ゲーテ全集は以下の版を使用
Goer"2sリイ〃ﾙg.HamburgerAusgabe(HAと略記)Hrsg.vonErichTrunz.
Munchenl989-1994.
Co〃〃es肋戒e,Hrsg.imAuftragederGrol3herzoginSophievonSachsen.
(WeimarerAusgabeWAと略記)Weimarl887-1919.
JohannWolfgangGoethe,S"zｵ"c加肋戒e,B"M,71zgEMc舵γ〃"dG岬戒c"2.:
DeutschermassikerVerlag(FrankfurterAusgabe.FAと略記)Hrsg・vonDieter
BorchmeyefFrankfurtamMainl985ff
JohannWolfgangGoethe,S"加"jc加肋戒e〃αc〃即0c〃〃s""2sSc加舵"s・
MUnchnerAusgabe(MAと略記)HrSg.vonKadRichtemMUnchenl985ff.
全集からの引用は本文中に略号・巻数・ページ数を記す．
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Goethes Gedichte an Frau von Stein 
-Der Wandel der Liebe der beiden-
Kizuku KANOH 
Goethes Beziehung zu Charlotte von Stein war ihm ganz anders als 
sein sonstiges Liebeserlebnis und hatte für seine menschliche Entwick-
lung der frühweimarer Zeit eine wichtige Bedeutung. 
Wenn man den Verlauf der Beziehung der beiden beobachtet, kann 
man die Stufe der Liebe von Goethe und Charlotte ungefähr in drei Teile 
teilen : 1. erste Phase, in der sie von ihm Abstand hielt, 2. zweite Phase, 
in der die Liebe der beiden ihren Höhepunkt erreichte, 3. dritte Phase, 
in der die Beziehung zu Ende ging. 
In meiner Abhandlung werden Goethes wichtigsten Gedichte an Frau 
von Stein nach dieser Entwicklung betrachtet. Indem man durch die 
Gedichte den Wandel der Liebe der beiden beobachtet, wird deutlich, 
was er konsequent aus dem Liebesverhältnis mit ihr bekam. 
Hier werden sechs Gedichte behandelt : ,,Warum gabst du uns die 
tiefen Blicke" (14.4.1776) ,,An den Mond" Erste Fassung (11. 8. 1777?) ,,An 
Lida" (9. 10. 1781) ,,Für Ewig" (25. 7. 1784) ,,Woher sind wir geboren?" 
(28. 6. 1786) ,,An den Mond" Spätere Fassung (1789) 
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„Warum gabst du uns die tiefen Blicke" gehört zeitlich zum Beginn 
der Liebesbeziehung der beiden. Durch das Gefühl der schicksalhaften 
Zusammengehörigkeit werden die beiden verbunden. Charlotte befreit 
Goethe aus der wilden Haltlosigkeit und Maßlosigkeit der Sturm-und-
Drang-Zeit. Von der ihn wirklich verstehenden Frau kann er erkennen, 
wie er sein soll. Das wird im Gedicht ausgedrückt. 
,,An den Mond" Erste Fassung. Die Wirkung der Beruhigung durch 
den Mondschein wird ausgedrückt und damit wird gleichzeitig Goethe 
von Charlottes Milde besänftigt und beruhigt. Der beruhigende Mond-
schein, der ins leidenschaftlich bewegte Herz hineinwirkt, und Goethes 
Gefühl, das die Wirkung mit ihr genießen möchte, werden beschrieben. 
Es ist ein Liebesgedicht, das ausdrückt, wie die beiden das Glücksgefühl 
miteinander teilen. 
,,An Lida." Hier wird Charlottes Liebe zu Goethe mit dem Wort 
„Nordlicht" ausgedrückt. Ihr Einfluß, der sein Herz beruhigt und seinen 
eigentlichen Lebensweg zeigt, erscheint am besten. Dieses Gedicht ist 
wohl ein Symbol des Höhepunkts der Liebe der beiden. 
Auch in „Für Ewig" ist zwar ihre Liebe stark, aber hier ist schon das 
Vorgefühl des Abschieds angedeutet. 
In „Woher sind wir geboren?" wird eine menschliche Verbindung 
durch eine Liebe am besten ausgedrückt. Trotzdem ist es merkwürdig, 
daß der Gegenstand der Liebe nicht auf die Beziehung von Goethe und 
Charlotte beschränkt wird. 
,,An den Mond" Spätere Fassung gehört zeitlich zum Ende des 
Liebesverhältnisses. Das Gedicht ist formell eine Bearbeitung der ersten 
Fassung, aber inhaltlich ganz anders als diese. Hier ist es nicht Goethe 
und Charlotte, sondern ein allgemeiner „Freund", der das Glücksgefühl 
miteinander teilt. Angesichts Charlottes Klage um Goethes Reise nach 
Italien und ihres Ärgers über sein Zusammenleben mit Christiane wird 
die alte Verbindung unmöglich. Um den wirklich elegischen Zustand zu 
preisen, verschwindet das Persönliche. In der ersten Fassung wird die 
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rein persönliche Verbindung von Goethe und Charlotte beschrieben, 
während die herzliche Verbindung von Menschen überhaupt in der 
späteren Fassung gesucht wird. Das ist ein Unterschied der beiden 
Fassungen. Durch das Liebesverhältnis mit Charlotte ist Goethe von der 
persönlichen Liebe ausgegangen und hat endgüldig eine allgemeine 
Menschenliebe erreicht. Diese Menschenliebe hat Goethe von Charlotte 
erhalten. So kann man wohl sagen, daß Goethes Gedichte an Frau von 
Stein der frühweimarer Zeit das beweisen. 
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